
平成26年も残りわずかとなりました。今年も，各学校で充実した教育活動が行われ，多くの子供たち
のがんばりが新聞等で紹介されました。各学校，家庭，地域で子供たちを支え，育てていただいている
ことに感謝いたします。

さて，冬季休業日及びその前後の時期は，年末・年始の慌ただしい雰囲気や学校生活を離れることに
よる気のゆるみ等から生活が乱れがちになり，予測もしない問題行動や事故等が発生しやすい傾向にあ
ります。

そこで，下記の点に留意していただき，３学期も子供たちが全員いきいきと教育活動ができるようお
願いいたします。
１ いじめの問題，不登校の状況への支援及びその課題等についての全教職員での再確認
２ 実態に応じた情報モラル教育の充実
３ 命の大切さを強調した指導の工夫
４ 深夜徘徊，喫煙・飲酒や薬物乱用(危険ドラッグを含む)及び性の問題行動への指導
５ 火災事故，交通事故，自然災害への対応等及び未然防止
６ 不審者への対応
７ 「1日20分読書」運動をはじめ，規則正しい生活等による心身の健康保持増進
８ 地域行事への積極的な参加

北薩地区学力アップ推進会議では，授 不祥事を起こした場合，次のような影響が考えられます。
業力の向上を目指し，評価問題の研究・ ・ 児童生徒の信頼を失うことになります。
作成と公開授業を行ってきました。 ・ 本県教育への信頼が一瞬にして失われます。

４回の会議の中で，評価問題の作成及 ・ 法的な責任が問わる場合もあります。
び指導案の検討を重ね，その成果を授業 ・ 免許状の失効や家族等への影響も懸念されます。
として発表しました。この会議を通して，
委員の先生方相互の研修を深めることが 12月は不祥事防止強化月間です。年始・年末の忙し
でき，また授業公開に参加された方にも い時期だからこそ，ハンドブック『信頼される教職員･
指導法改善の一助となったことと思いま 学校を目指して』のセルフチェックリストを活用し，
す。 自分自身の日頃の意識や行動を見直し，服務規律の厳

平成27年１月27日(火)，長島中学校で 正確保に努めましょう。
は，今年度最後の公開授業（数学）があ
ります。

評価問題を１月上旬にはＣＤで配布し
ますので，活用してください。

理科の公開授業(平尾中学校） ハンドブック「信頼される教職員･学校を目指して」から
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冬季休業日及びその前後における生徒指導の充実
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２学期は授業日数の最も多い学期で，多くの特色ある教育活動がなされました。この行事等
が，子供たちの思い出となり，成長にもつながっていることと思います。

９月から10月にかけて，多くの学校で体育大会や運動会

が開催されました。

左の写真は，荘幼稚園，荘小学校，荘中学校の合同運動

会の様子です。

３歳児から中学校３年生(15歳)までの12歳という年の差

を超えた運動会は，中学生にとっては，リーダーシップを

発揮する機会でもあ

り，心の教育の観点

からも大変意義深

く，小さい子供たち

に対する思いやりの

心が醸成されている

と思います。

右の写真は恒例と

なっている阿久根小

学校での華の50歳組

の活躍の様子です。

また，11月の県民週間を中心に多くの行事が行われまし

た。地域の特色を生かし，伝統となっている行事も多く，

郷土について深く知る機会にもなったことと思います。東

郷中校区は，小中一貫教育実践発表会で，取組の成果のが

詳しく説明されました。

この他，各学校や地域で多くの行事が行われました。そ

の様子は北薩教育事務所のホームページでも一部紹介して

います。

また，今年開催されました北薩地区指定や県指定の研究

公開の様子もホームページで随時紹介しています。ぜひ，

御覧ください。

米ノ津小学校【伝統芸能「棒踊り」】

荘地区幼・小・中学生一緒の大運動会

２学期の行事から

東郷小学校【ふるさと・コミュニケーション科に
おける郷土についての学習】

阿久根小学校【華の50歳組の力走】

紫尾小学校【地域高齢者とのわら細工作り】
川床中学校【長島一周強歩大会】



今年の10月１日に，「障害のある人もない人 ２ 校種間の連携

も共に生きる鹿児島づくり条例」が施行され 次の学校へ子供が進

ました。この条例は，障害のある人もない人 学する際には，移行支

も，ともに参加できる社会づくりを進めてい 援シート(右図)を保護

くことを目的とされています。 者と一緒に作成し，安

各教育委員会や各学校では，これまでも教 心して入学できるよう

育，医療，療育，福祉などの関係機関と連携 な体制にしていきたい

を図りながら，特別支援教育の充実に努めて です。そのためにも，

います。特別支援学級だけでなく，通常の学 進学前後だけでなく，

級の先生方も特別な支援を必要とする児童・ 機会を見て移行支援シ

生徒の実態や，それを踏まえての支援内容や ートについてお話でき

方法などについて工夫改善しているところで るようにしたいです。

す。また，個別の指導計画や教育支援計画に

は，日々の支援についての振り返りや改善点 ３ 特別支援教育についての理解，啓発

など詳しく書かれており，学校としての細や 特別支援教育につい

かな指導・支援をみることができました。 ての理解を学校内だけ

一人一人が，自分の力を伸ばし，生き抜く でなく，保護者や地域

力を身に付けるためには，学校が継続的に支 に広げていくことで，

援方法を検討することが，今後更に重要にな 学校内外で支援する体

ってきます。特別支援教育へ転換して，特別 制が充実します。鹿児

支援教育の体制が整ってきました。今後は， 島県教育委員会のホー

各機関や組織の機能化や深まりを目指す段階 ムページには，啓発資

だと思います。 料がデータで提供され

そこで今回は，特別支援教育について改め ています。

て確認していただく視点を次のようにまとめ ＰＴＡでの話合いや各

ました。 専門部会等で配布・紹介

し，話題にしていくこと

１ 特別支援教育の校内体制の機能化 でより一層の理解啓発を

校内委員会は，校内での特別支援教育の 図っていただきたいと思

核となる会議です。支援が必要な児童生徒 います。

への指導内容，方法の検討が主な内容です。

指導が効果的であったのか定期的に振り返

ることの大切さを考えると，複数回の実施

が望ましいです。また，各学校の特別支援 ４ 特別支援教育についての教員の資質向上

教育コーディネーターは，関係機関との連 各学校では，計画的に研修を重ねています。

絡の他に，校内での特別支援教育の支援機 全教職員の共通理解の基，全校体制で支援に当

能が求められます。計画的に研修やケース たれるように，短期研修や土曜講座などを可能

会議の実施や，支援計画の方向性の検討を な限り，繰り返し受講し，確かな支援につなげ

意識した校内委員会の運営などが求められ ていただきたいと思います。

ます。

一人一人のニーズに応じたきめ細かな支援に向けて


